
具体的な取組み・評価指標   （計画書より抜粋） 

全体会 

取組の状況・成果 ・上天草市在宅医療・介護連携推進協議会において、医

療や介護、地域の団体等の多職種・多分野にわたる委員

により、事業の協議を行っています。 

・医療や介護の資源や情報、各種データ等の収集・分

析、活動の中で得た情報等を通じて、課題の抽出を行っ

ています。また、各部会において対応策が実施できるよ

う、施策立案をしています。 

・現場において、医療・介護の関係者の顏の見える連携

は図れてきていますが、具体的なシステムづくりができ

ていません。 

・ＩＣＴを活用しての情報共有や連携は有効な手段と考

えられるが、関係機関、事業所の運用に委ねているた

め、活用への取り組みが不十分な状態です。 

・天草圏域においては、天草郡市医師会に、相談支援窓

口の設置や医療・介護関係者に対する研修、地域住民へ

の講演会や周知資料の作成などの事業を委託していま

す。 

具体的な取組み ・協議会にて、各部会の対応策の進捗管理を行います。 

・現状分析・課題抽出・施策立案、対応策の実施、対応

策の評価、改善のＰＤＣＡサイクルに沿った取組を行い

ます。 

・医療・介護の関係者の連携について、現状の情報収集

を行い、天草圏域や近隣の医療機関、またサポートセン

ターと協力し、具体的なシステム作りができるよう検討

していきます。 

・ＩＣＴを活用した関係機関の連携が定着できるよう、

医療・介護・行政間で積極的に取り入れていきます。 

・天草郡市医師会が行う天草圏域の事業について、協議

会で報告し、必要に応じ圏域を含めた事業の展開を行い

ます。 

・第 7 次天草地域保健医療計画において、在宅医療・介

護の施策の方向性として、看取りや急変時対応の体制づ
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くり、在宅医療を担う人材育成などが盛り込まれている

ため、取組みや成果を把握し、協議会で共有していきま

す。 

評価指標 ・協議会全体会 年３回、各部会年２～３回開催。 

・２市１町及び天草郡市医師会の協議 年３回参加 

・第７次天草地域保健医療計画の評価指標を参考、Ｒ２

のレベルを維持。 

 現状 目標 

在宅療養支援病院・診

療所数 

R2  6 カ所 R5 維持 

在宅療養支援歯科診療

所数 

R2 4 か所 R5 維持 

ターミナルケアを実施

している訪問看護ステ

ーション数 

R2 2 か所 R5 維持 
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資源・情報部会 

取組の状況・成果 ・医療と介護の連携を図るうえで、「担当の介護支援専

門員がわからない」等の問題があったことから、ツール

として「私のかかりつけ手帳」を作成し、試行・本格導

入に向けて調整しています。 

平成 27 年度：連携ツールの協議⇒連携の起点として、

本人を取り巻く関係機関・担当者が相互に

わかることを目的に「私のかかりつけ手

帳」の作成を検討 

平成 28 年度：「私のかかりつけ手帳」の手引書作成 

平成 29 年度：「私のかかりつけ手帳」完成、説明 
平成 30 年度：「私のかかりつけ手帳」試行、アンケー

ト実施 

令和元年度：「私のかかりつけ手帳」の評価、見直し 

令和２年度：「私のかかりつけ手帳」の見直し 

 

・社会資源リストは、平成 18 年より地域包括支援セン

ターで作成し、活用してきました。協議会発足後は部会

において内容の検討や協議、各関係機関への周知を行っ

ています。 

平成 27 年度：社会資源リスト作成に当たっての協議 

平成 28 年度：社会資源リストＶｏｌ．５完成、関係機

関への配付 
平成 30 年度：アンケートの実施、評価 

令和元年度：社会資源リストＶｏｌ．６完成、関係機関

への配付、市ホームページに掲載 
令和 2 年度：：社会資源リスト作成に当たっての協議 
 
・住民が医療や介護の相談窓口を把握するため、住民向

け相談窓口周知媒体を作成しています。 
平成 27 年度：住民向け相談窓口周知媒体協議（資源・

情報部会） 

平成 28 年度：町別相談窓口周知媒体の完成、全戸配布 

平成 29 年度：相談窓口周知媒体に関するアンケート調         
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      査 

平成 30 年度：平成 29 年度アンケート調査に基づく評価

の実施 

令和元年度：改訂版町別相談窓口周知媒体の完成、全戸

配布 

令和 2 年度：相談窓口周知媒体に関するアンケート調査 

具体的な取組み ・「私のかかりつけ手帳」を再度作成し、医療・介護関

係者間の情報共有ができるようにします。 

・社会資源リスト（冊子）Vol.7 を作成し、配布やホー

ムページへの掲載をしています。今後は、配布後の効果

検証をしていき、次の社会資源リスト作成時に活かして

いきます。 

・住民向け相談窓口周知媒体については、配布後の効果

検証を行いながら、効果的に相談窓口の周知ができるよ

う検討していきます。 

評価指標 ・社会資源リスト活用  100％ 

・情報共有ツールの活用 50％ 

 医療機関、介護事業所、住民での認知  60％ 

・相談窓口周知媒体の認知度 R2 36.9％  

⇒ R5 50％ 
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研修部会 

取組の状況・成果 多職種向けに他分野の情報や知識、現状等について知識

を得るとともに、医療・介護関係者の連携がスムーズに

図ることができるよう研修会を企画しています。 

平成 27 年度：多職種向け研修会開催（H27.11.25） 

「誰のための、何のための地域包括ケア？～これから

の専門職に求められる視点～」 武田和典氏 

平成 30 年度：多職種向け研修会開催（H31.1.17） 

「公立多良木病院における在宅医療」 春口洋賜医師 

 ※上天草総合病院地域連携会議との合同研修会 

令和元年度：多職種向け研修会開催（R2.1.15） 

事例検討会 報告者 上天草訪問看護ステーション 

東矢道子管理者 

令和 2 年度：多職種向け研修会開催（R3.2.16） 

「人生会議をやってみよう！～これからの意思決定支

援ＡＣＰ（アドバンスケアプランニング）～」 

講 師：特定非営利活動法人 つなぐ  
  代表理事・医師 倉本 剛史 

具体的な取組み 前年度までに実施した研修会、グループワーク、アン

ケート等から得られた参加者の反応をふまえ、従事者ニ

ーズに応じた研修会等を実施し、医療・介護関係者の更

なる連携の促進を図っていきます。 

天草圏域（医師会主催）の多職種連携会議や認知症に

関わる多職種連携会議など、既存の研修会の情報収集や

整理を行い、既存の研修会の機会を活用し、参加してい

きます。 

評価指標 ・研修会の実施回数  R2 1 回 ⇒ R5 1 回                      

・アンケート実施 

・研修内容の満足度 R1 85% ⇒ R5 維持 

・研修内容の理解度  R1 85% ⇒ R5 維持 
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住民相談部会 

取組の状況・成果 住民が在宅療養や介護、自分や家族の人生の過ごし方等

について考える機会を持つことができるよう、住民向け

講座や座談会などを通して、住民への周知や啓発を進め

ています。 

平成 28 年度：住民向けシンポジウム開催（H28.8.28） 

基調講演及びパネルディスカッション 

テーマ「最後まで上天草～住み慣れた地域で安心して元

気に暮らすためには～」 

平成 30 年度：住民向け出前講座に向けた勉強会

（H31.3.13） 

令和元年度：座談会 ＡＣＰ「人生会議」と 

「わたしのノート」  ５か所で実施 

令和 2 年度：座談会 ＡＣＰ「人生会議」と 

「わたしのノート」  １か所で実施 

      「人生会議」について市広報３月号へ掲載 

具体的な取組み 住民への普及啓発、ニーズ把握のため、講演会や出前

講座、座談会等の開催、広報・パンフレット等での周知

を行います。 

出前講座のための統一した資料・媒体づくりを行い、

チームで実施していきます。 

評価指標 ・地域座談会 実施回数  

R3.3 時点 6 か所 ⇒ R5 18 か所 

・ニーズ調査結果 

 ・どこで介護を受けたいか 

 現状（R2） 目標（R5） 

わからない 18.9％ 14％ 

 

 ・どこで最期を迎えたいか 

 現状（R2） 目標（R5） 

わからない 19.5％ 14.5％ 
 

 


